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テーマ設定型「建設機械の安全装置に関する技術」
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テーマ設定型（技術公募）とは、直轄工事等における現場ニーズ・行政ニーズ等に基づいて設定した技術テーマ
について、技術の要求水準（リクワイヤメント）を整理したうえで、民間技術開発者等から技術公募を行い、同一
条件下の現場実証等を経て、個々の技術の特徴を明確にした資料（技術比較表）を作成・公表する新技術の活
用促進の方法で、設計や現場での技術比較の参考資料として活用されることを目的としている。

【テーマ】
建設機械の安全装置に関する技術 ～『建設機械の物体検知及び衝突リスク低減に関する技術』～

【適用範囲】
「建設機械作業開始時・再開時」において、「人／物の接触危険性がある場合」に、「静止している人／物を検出」し、「警報または

機械の操縦装置の操作に係る技術」 の機能や性能の評価に適用。

【要求事項】
●基本機能：物体検知、人の識別、警告機能、衝突リスク低減機能の組み合わせ
●検知面積：姿勢毎の検知面積（直立、屈み）
●人の識別率：物体検知のうち、人のみを識別する率
●リスクアセスメント及び残留リスク情報：制限に関する仕様・技術の適用によるリスク低減効果の説明・残留リスク情報 の提示
●経済性：初期投資及びメンテナンス費用

＜概要＞

＜検討の流れ＞
R2. 7月 要求事項（リクワイヤメント）（案）、試験方法（案）に対する意見募集
R2.10月 要求事項を満たす技術の公募
R3. 1月 選定技術の公表
R3. 3月 ローラ技術比較表の作成・公表（5技術）
R3.10月頃 ドラグ・ショベル技術比較表の作成・公表（12技術を予定）



テーマ設定型「建設機械の安全装置に関する技術」

2

＜技術比較表（ローラ）抜粋＞

https://www.netis.mlit.go.jp/NETIS/Files/ThemeSetting/result/135/建設機械の安全装置に関する技術④技術比較表.pdf



【参考】R2年度建設業における死亡事故状況
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＜全産業における建設業の事故による死亡者数状況＞

＜建設業における死亡事故の要因＞

近年、労働災害における事故による死亡
者数は減少しているものの、令和2年の死亡
者数をみると、建設業の占める割合は約
32％（258人）と、全産業のなかで最も
多い。

（参考）
R01 全産業 845人 建設業 269人
H30 全産業 909人 建設業 309人

【考察】 建設業での死亡事故は依然として多く、その中でも建設機械に起因する事故が多い。
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（参考）
R01 42人（はさまれ・巻き込まれ 16人、

激突され 26人）
H30 48人（はさまれ・巻き込まれ 30人、

激突され 18人）
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